
Newpen

Newpen - Silkscreenなんてい
らない？

Newpenは Silkscreen上の Graffitiエリア以外にて Graffiti入力できるようにするアプリケーショ
ンです。暗闇で Silkscreen部分が良く見えなくて入力しずらい時や、Active Graffitiで 
Silkscreenが隠されているとき、また Treoのようにもともと Silkscreenが無いデバイスなどで利
用するのが目的です。さらに Silkscreenが無い小さなデバイスなんて出来るといいですね。

利用できるデバイスは、PalmOS 3.5以上のデバイスです。

ここから downloadできます。

インストール方法インストール方法インストール方法インストール方法

上記のリンクよりダウンロードしたファイル Newpen14.zipを展開して、Newpen.prcを Palmデバ
イスにインストールする。

アンインストール方法アンインストール方法アンインストール方法アンインストール方法

削除前に、「Disable」状態にして、Command Bar Supportのチェックボックスを外し、Soft 
Resetを行ってから Newpen.prcを削除してください。

使用方法使用方法使用方法使用方法

ラウンチャから Newpenをタップして起動します。起動後に「Enable」ボタンをタップすることで
機能が有効となります。Command Bar Supportというチェックボックスを選ぶと、他のアプリケ
ーションが動作中にも Command Barから Newpenの有効・無効を切り替えることが出来ま
す。Draw Strokeというチェックボックスを選ぶと、スクリーン上に Graffitiの軌跡が残ります。
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Newpenが有効になっている状態で次の２つの手段で Screen上での Graffiti入力を有効とし
ます。

Graffiti Shift Indicatorをタップする
ショートカット + sを入力する
Treoでは、optionキーを３度素早く押す

Screen上での Graffiti入力が有効・無効になると、可愛い音が鳴りますので認識できます。ま
た、有効状態では Graffiti Shift Indicatorが Form上に存在すると、その周りにフレームが表
示されます。また、0.5秒以上タップしてからペンを動かさないでいると、Newpenの認識をパス
して従来のペンタップと同じ動作を行います。これを利用してフィールド上の文字列の選択も
可能となります。
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Screenの左側がアルファベット用の入力エリア、右側が数字用の入力エリアとなります。デフ
ォルトではシングルタップは句読点シフトモードへの移行として認識されません。句読点を書く
には、従来のシングルタップではなく、右下から左上に向かって直線を描くと句読点シフトモー
ドとなります。

注意注意注意注意

HotSync時に Hackを Disableにする設定をしている場合、Fatal Errorが起こることがありま
す。その場合には、HotSync時に Hackを Disableにする設定を解除してください。

履歴履歴履歴履歴

Version 1.4 Version 1.4 Version 1.4 Version 1.4 2002/10/18 Add Hack version. Fix find termination problem.
Version 1.3 Version 1.3 Version 1.3 Version 1.3 2002/10/01 Add option for single tap recognition. Fix non draw stroke 
option. Fix command bar support survives soft reset.
Version 1.2 Version 1.2 Version 1.2 Version 1.2 2002/09/27 Stop to recognize single tap. Straight line from lower-right to 
upper-left activates punctuation shift
Version 1.1 Version 1.1 Version 1.1 Version 1.1 2002/09/14 Fix for Palm OS 5 Readiness Kit Test Cases
Version 1.0 Version 1.0 Version 1.0 Version 1.0 2002/08/02 Release version
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